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の
施
策
と
予
算
措
置
を
求
め
た
。

　

農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
つ
い
て

は
、
農
作
業
の
効
率
化
と
優
良
農
地

確
保
に
向
け
、
自
然
流
下
式
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
の
整
備
を
要
望
。
新
規
就
農

者
に
は
、
営
農
技
術
、
資
金
、
農
地

確
保
へ
の
継
続
支
援
と
、
規
模
拡
大

に
必
要
な
設
備
・
農
機
の
導
入
助
成

制
度
の
創
設
を
求
め
て
い
る
。

　

遊
休
農
地
対
策
で
は
、
耕
作
道
や

水
路
な
ど
の
農
業
基
盤
の
維
持
・
改

と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
一
般
基
準
に
つ
い
て
説

明
。
特
に
露
天
駐
車
場
・
資
材
置
場

へ
の
転
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
者
へ

の
転
売
又
は
資
産
保
有
の
た
め
の
便

法
と
し
て
申
請
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
内
容
の
詳
細
確
認
が
必

須
で
あ
る
。
具
体
に
は
、
目
的
や
理

由
、
面
積
は
必
要
最
小
限
で
あ
る
か
、

資
金
計
画
の
確
実
性
な
ど
を
確
認
し

慎
重
な
審
査
が
必
要
と
訴
え
た
。

　

次
に
、
農
地
法
18
条
許
可
に
お
け

る
離
作
補
償
の
考
え
方
に
つ
い
て
判

例
を
紹
介
し
、
地
域
慣
行
の
有
無
、

そ
の
程
度
・
内
容
及
び
当
事
者
間
の

事
情
等
を
考
慮
し
、
個
別
具
体
的
に

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

　

最
後
に
、
農
地
転
用
に
伴
う
農
振

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
手
続
き
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

�

（
増
山
）

　

農
業
会
議
は
５
月
28
日
、
大
阪
市

内
・
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
大
阪
信
連
事
務
セ

ン
タ
ー
で
農
業
委
員
会
業
務
担
当
者

会
議
を
開
き
、
41
人
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
に
北
川
専
務
理
事
兼
事
務
局

長
が
農
業
情
勢
と
農
業
委
員
会
活
動

の
課
題
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
「
農

修
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
係
る
機
械
の

導
入
支
援
を
要
望
。
中
山
間
地
域
で

は
、
景
観
作
物
や
蜜
源
植
物
等
に
よ

る
粗
放
的
利
用
へ
の
支
援
を
求
め
た
。

ま
た
、
農
地
の
無
断
転
用
や
ス
ク
ラ�

ッ
プ
ヤ
ー
ド
化
を
防
ぐ
た
め
、
自
治

会
や
土
地
改
良
区
、
庁
内
部
局
の
連

携
を
訴
え
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
援
農
支
援
体
制
の
強

化
、
里
山
・
丘
陵
地
、
集
団
水
田
、

市
街
地
近
接
農
地
な
ど
地
域
特
性
に

業
経
営
基
盤
強
化

法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
の

５
年
後
見
直
し
を
見
据
え
、
昨
年
度

策
定
さ
れ
た
地
域
計
画
の
実
行
（
実

現
と
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
）
に
お
け

る
農
業
委
員
会
の
新
た
な
役
割
や
権

限
の
ほ
か
、
農
業
委
員
・
推
進
委
員

の
併
存
配
置
の
在
り
方
な
ど
が
議
論

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

応
じ
た
農
業
の
推
進
を
要
望
。
果
樹
、

野
菜
、
景
観
作
物
を
組
み
合
わ
せ
た

観
光
・
交
流
型
農
業
や
、
生
産
緑
地

を
活
用
し
た
食
育
、
学
校
・
福
祉
と

の
連
携
も
盛
り
込
ん
だ
。

　

さ
ら
に
、
荒
廃
農
地
の
非
農
地
判

断
と
地
域
森
林
計
画
と
の
連
携
、
鳥

獣
被
害
対
策
の
強
化
、
農
委
事
務
局

体
制
の
整
備
な
ど
、
計
８
項
目
で
施

策
の
充
実
を
求
め
て
い
る
。

�

（
沼
田
）

　

そ
の
後
、
農
業
会
議
事
務
局
の
各

担
当
者
か
ら
、
農
地
転
用
許
可
事
務

関
連
の
ほ
か
、
地
域
計
画
の
見
直

し
・
実
現
に
係
る
取
り
組
み
に
向
け

た
支
援
、
労
災
保
険
等
を
周
知
す
る

雇
用
体
制
強
化
事
業
、
本
年
３
月
に

設
立
の
「
お
お
さ
か
農
業
委
員
会
女

性
協
議
会
」
の
活
動
、
な
に
わ
農
業

賞
、
農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
な
ど

各
事
業
の
説
明
を
行
っ
た
。�（
林
佑
）
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岸
和
田
市
農
業
委
員
会
（
谷
口
敏

信
会
長
）
は
７
月
17
日
、
佐
野
英
利

　

大
阪
府
は
６
月
17
日
、大
阪
市
内
・

咲
洲
庁
舎
で
農
地
法
初
任
者
向
け
研

修
会
を
開
催
し
、
農
委
職
員
ら
が
参

加
。
今
年
３
月
に
大
阪
府
・
大
阪
府

農
委
職
員
協
議
会
・
大
阪
府
農
業
会

議
が
協
議
・
検
討
し
改
定
し
た
「
農

地
法
関
係
事
務
処
理
の
手
引
き
」
の

内
容
に
沿
っ
て
説
明
し
た
。

市
長
に
対
し
、
農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
第
38
条
に
基
づ
き
、「
令
和

８
年
度
岸
和
田
市
農

業
施
策
等
に
関
す
る

意
見
書
」
を
提
出
し

た
。

　

意
見
書
で
は
、
高

齢
化
や
担
い
手
不
足
、

資
材
価
格
の
高
騰
、

自
然
災
害
の
激
甚
化

な
ど
、
営
農
環
境
が

厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
と
指
摘
。
農
地
は

食
料
供
給
に
加
え
、

防
災
、
環
境
保
全
、

景
観
形
成
な
ど
の
多

面
的
機
能
を
有
す
る

地
域
資
源
で
あ
る
と

し
て
、
令
和
９
年
度

　

農
地
法
第
３
条
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
農
業
会
議
の
松
岡
巡
回
指
導
員

か
ら
説
明
。
農
地
法
上
の
「
農
地
」

と
は
、
現
況
地
目
が
農
地
で
、
耕
作

の
目
的
に
供
さ
れ
、
農
地
台
帳
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
土
地
と
説
明
。
次
に
、

法
第
３
条
の
許
可
基
準
と
許
可
申
請

書
の
記
述
内
容
及
び
審
査
手
順
に
つ

い
て
言
及
し
た
。

　

そ
の
後
、
府
農
政
室
岡
総
括
主
査
、

田
中
総
括
主
査
、
上
谷
主
事
か
ら
、

農
地
法
第
４
条
、
５
条
、
18
条
及
び

農
振
法
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
農
地
転
用
許
可
基
準
の
立

地
基
準（
農
地
区
分
）、
第
１
種
農
地

（
原
則
不
許
可
）、
第
３
種
農
地（
原

則
許
可
）、
第
２
種
農
地（
代
替
性
を

審
査
）
に
つ
い
て
説
明
。
農
地
区
分

ご
と
に
厳
格
な
審
査
が
必
要
で
あ
る

新
規
参
入
支
援
な
ど
を
要
望

�

岸
和
田
市
農
委
が
意
見
提
出

2026年（令和８年）8月1日

農
地
法
個
別
テ
ー
マ
別
研
修
会

農
業
委
員
会
業
務
担
当
者
会
議

�

８
年
度
業
務
の
重
点
事
項
を
説
明 佐野英利市長（右）に意見書を手交する谷口敏信会長（左）


